
演習Ｉ

I. C([0, 1]) := {f : [0, 1] → R |連続 }に関して，

d∞(f, g) := max
x∈[0,1]

|f(x)− g(x)|, f = f(x), g ∈ C([0, 1])

および

d1(f, g) :=

∫ 1

0

|f(x)− g(x)|dx

とすると d∞, d1はそれぞれC([0, 1])上の距離を定めることをしめせ。

II. {0, 1}N := {x = (x1, x2, . . . , xN) | xi = 0または 1 (1 ≤ i ≤ N)}と
する。

d(x, y) := #{i | xi ̸= yi}, x = (xi), y ∈ {0, 1}N

とするとこれは {0, 1}N 上の距離を定めることをしめせ。

III. Rの点列の集合X := {x = (xn)
∞
n=1 | xn ∈ R}に関して、

d(x, y) :=
∞∑
n=1

1

2n
· |xn − yn|
1 + |xn − yn|

, x = (xn), y ∈ X

とすると、これはX上の距離を定めることを示せ。

IV. (X, d)を距離空間とする。Xの点列 (xn)が aおよび b ∈ Xに収束す
るとき、a = bであることを示せ (極限の一意性)。
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